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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年11月15日(2018.11.15)

【公表番号】特表2018-528285(P2018-528285A)
【公表日】平成30年9月27日(2018.9.27)
【年通号数】公開・登録公報2018-037
【出願番号】特願2018-502125(P2018-502125)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/102    (2014.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/037    (2014.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/106    (2014.01)
   Ｈ０５Ｋ   1/09     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/05     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ   11/102    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   11/037    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   11/106    　　　　
   Ｈ０５Ｋ    1/09     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｌ   29/28     １００Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月4日(2018.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非水系インク組成物であって、
　（ａ）式（Ｉ）：
【化２０】

［式中、
　Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立に、Ｈ、アルキル、フルオロアルキル、アルコキシ、ア
リールオキシ、若しくは－Ｏ－［Ｚ－Ｏ］ｐ－Ｒｅ（式中、Ｚは、ハロゲン化されていて
もよいヒドロカルビレン基であり、ｐは、１以上であり、Ｒｅは、Ｈ、アルキル、フルオ
ロアルキル、又はアリールである。）であるか、又は
　Ｒ１は、スルホン酸基（－ＳＯ３Ｈ）若しくは－ＳＯ３Ｍ基（式中、Ｍは、アルカリ金
属イオン、アンモニウム、モノアルキルアンモニウム、ジアルキルアンモニウム、又はト
リアルキルアンモニウムである。）であり、Ｒ２は、アルキル、フルオロアルキル、アル
コキシ、アリールオキシ、若しくは－Ｏ－［Ｚ－Ｏ］ｐ－Ｒｅ（式中、Ｚ、ｐ及びＲｅは
、前記と同じ意味を有する。）である。］
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に従う繰り返し単位を含むポリチオフェン；
　（ｂ）１種以上の半金属ナノ粒子；及び
　（ｃ）１種以上の有機溶媒を含む液体担体
を含む組成物。
【請求項２】
　前記Ｒ１及びＲ２が、それぞれ独立に、Ｈ、フルオロアルキル、－Ｏ［Ｃ（ＲａＲｂ）
－Ｃ（ＲｃＲｄ）－Ｏ］ｐ－Ｒｅ（式中、各々のＲａ、Ｒｂ、Ｒｃ、及びＲｄは、それぞ
れ独立に、Ｈ、ハロゲン、アルキル、フルオロアルキル、又はアリールであり、Ｒｅは、
Ｈ、アルキル、フルオロアルキル、又はアリールであり、ｐは、１、２、又は３である。
）、若しくは－ＯＲｆ（式中、Ｒｆは、アルキル、フルオロアルキル、又はアリールであ
る。）であるか、又は
　前記Ｒ１が、スルホン酸基若しくは－ＳＯ３Ｍ基であり、Ｒ２が、フルオロアルキル、
若しくは－Ｏ［Ｃ（ＲａＲｂ）－Ｃ（ＲｃＲｄ）－Ｏ］ｐ－Ｒｅ（式中、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒ

ｃ、Ｒｄ、Ｒｅ及びｐは、前記と同じ意味を有する。）、又は－ＯＲｆ（式中、Ｒｆは、
前記と同じ意味を有する。）である、請求項１記載の非水系インク組成物。
【請求項３】
　前記Ｒ１及びＲ２が、それぞれ独立に、－Ｏ［Ｃ（ＲａＲｂ）－Ｃ（ＲｃＲｄ）－Ｏ］

ｐ－Ｒｅ、若しくは－ＯＲｆであるか、又は
　前記Ｒ１が、Ｈ、スルホン酸基若しくは－ＳＯ３Ｍ基であり、Ｒ２が、－Ｏ［Ｃ（Ｒａ

Ｒｂ）－Ｃ（ＲｃＲｄ）－Ｏ］ｐ－Ｒｅ、若しくは－ＯＲｆである、請求項２記載の非水
系インク組成物。
【請求項４】
　前記Ｍが、アンモニウム、モノアルキルアンモニウム、ジアルキルアンモニウム、又は
トリアルキルアンモニウムである、請求項１～３のいずれか１項記載の非水系インク組成
物。
【請求項５】
　前記Ｍが、アンモニウム又はトリエチルアンモニウムである、請求項４記載の非水系イ
ンク組成物。
【請求項６】
　前記Ｒ１が、Ｈ、スルホン酸基若しくは－ＳＯ３Ｍ基であり、
　前記Ｒ２が、－Ｏ［Ｃ（ＲａＲｂ）－Ｃ（ＲｃＲｄ）－Ｏ］ｐ－Ｒｅであり、
　前記Ｍが、アンモニウム、モノアルキルアンモニウム、ジアルキルアンモニウム、又は
トリアルキルアンモニウムである、請求項２記載の非水系インク組成物。
【請求項７】
　前記Ｍが、アンモニウムまたはトリエチルアンモニウムである、請求項６記載の非水系
インク組成物。
【請求項８】
　前記Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、及びＲｄが、それぞれ独立に、Ｈ、（Ｃ１－Ｃ８）アルキル、
（Ｃ１－Ｃ８）フルオロアルキル、又はフェニルであり、前記Ｒｅが、（Ｃ１－Ｃ８）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ８）フルオロアルキル、又はフェニルである、請求項２～７のいずれ
か１項記載の非水系インク組成物。
【請求項９】
　前記繰り返し単位が、下記式（Ｉ－Ｉａ）～（Ｉ－ＩＩＩ）からなる群より選択される
少なくとも１種を含む、請求項１記載の非水系インク組成物。
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【化２１】

【請求項１０】
　前記繰り返し単位が、前記式（Ｉ－Ｉａ）～式（Ｉ－Ｉｃ）からなる群より選ばれる少
なくとも１種を含む、請求項９記載の非水系インク組成物。
【請求項１１】
　前記液体担体中に存在する水の総量が５質量％以下である、請求項１～１０のいずれか
１項記載の非水系インク組成物。
【請求項１２】
　前記液体担体が、１種または２種以上の有機溶媒のみからなる、請求項１～１０のいず
れか１項記載の非水系インク組成物。
【請求項１３】
　前記液体担体が、２種以上の有機溶媒のみからなる、請求項１２記載の非水系インク組
成物。
【請求項１４】
　前記ポリチオフェンが、前記式（Ｉ）に従う繰り返し単位を、繰り返し単位の総重量に
基づいて５０重量％より多い量で含む、請求項１～１３のいずれか１項記載の非水系イン
ク組成物。
【請求項１５】
　前記１種以上の半金属ナノ粒子が、Ｂ２Ｏ３、Ｂ２Ｏ、ＳｉＯ２、ＳｉＯ、ＧｅＯ２、
ＧｅＯ、Ａｓ２Ｏ４、Ａｓ２Ｏ３、Ａｓ２Ｏ５、Ｓｂ２Ｏ３、ＴｅＯ２、ＳｎＯ２、Ｓｎ
Ｏ、又はこれらの混合物を含む、請求項１～１４のいずれか１項記載の非水系インク組成
物。
【請求項１６】
　前記１種以上の半金属ナノ粒子が、ＳｉＯ２を含む、請求項１５記載の非水系インク組
成物。
【請求項１７】
　前記１種以上の半金属ナノ粒子が、１種以上の有機キャッピング基を含む、請求項１～
１６のいずれか１項記載の非水系インク組成物。
【請求項１８】
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　前記１種以上の半金属ナノ粒子の量が、前記半金属ナノ粒子と、ドープされている前記
ポリチオフェン及びドープされていない前記ポリチオフェンとを合わせた重量に対して、
１重量％～９８重量％である、請求項１～１７のいずれか１項記載の非水系インク組成物
。
【請求項１９】
　ポリ（スチレン）又はポリ（スチレン）誘導体を更に含む、請求項１～１８のいずれか
一項記載の非水系インク組成物。
【請求項２０】
　１種以上のアミン化合物を更に含む、請求項１～１９のいずれか１項記載の非水系イン
ク組成物。
【請求項２１】
　前記アミン化合物が第３級アルキルアミンである、請求項２０記載の非水系インク組成
物。
【請求項２２】
　１）基板を請求項１～２１のいずれか一項記載の非水系インク組成物でコーティングす
る工程；及び
　２）基板上のコーティングをアニーリングすることにより、正孔運搬薄膜を形成する工
程
を含む、正孔運搬薄膜の形成方法。
【請求項２３】
　２５℃～３５０℃でアニーリングする、請求項２２記載の方法。
【請求項２４】
　請求項２２又は２３記載の方法により形成される、正孔運搬薄膜。
【請求項２５】
　３８０～８００nmの波長を有する光の透過率が少なくとも８５％である、請求項２４記
載の正孔運搬薄膜。
【請求項２６】
　５nm～５００nmの膜厚を有する、請求項２４又は２５記載の正孔運搬薄膜。
【請求項２７】
　請求項２４～２６のいずれか１項記載の正孔運搬薄膜を含むデバイス。
【請求項２８】
　ＯＬＥＤ、ＯＰＶ、トランジスタ、コンデンサ、センサー、変換器、薬物放出デバイス
、エレクトロクロミック素子、又はバッテリー装置である、請求項２７記載のデバイス。
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